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　10 月 13 日、更別運動広場
にて「どんぐり健康マラソン」
が開催されました。当日は肌寒
い秋空の下、参加者同士の白
熱したバトルが繰り広げられ、
ゴール後は互いに健闘し合う一
幕がありました。

◆　村職員の構成や給与をお知らせします
◆　ご紹介します『ふるさと納税』の使い道
◆　さらべつ大収穫祭2025が開催されました
◆　村のわだい
◆　村からのお知らせ
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●問い合せ　役場総務課庶務係　 52−2111

区　分 内　容

扶 養 手 当
22 歳までの子ども  １万 1,500 円
配偶者 3,000 円
その他の扶養親族 　   　6,500 円
※15 歳～ 22 歳の子ども　 +5,000 円

住 居 手 当
借家 ２万 3,000 円上限
持ち家 (村内に限る) 　 １万 5,000 円
※購入から５年間 +2,500 円

管理職手当 課長職 給料月額の１０%
課長補佐職　　　　 給料月額の８ %

通 勤 手 当
通勤距離が片道２km 以上の場合
◆交通機関利用　  最高 5 万 5,000 円
◆自動車利用
　　  距離に応じて最高 3 万 1,600 円

寒冷地手当
扶養親族のある世帯主  ２万 9,400 円
扶養親族のない世帯主  １万 6,200 円
その他　　　　　　　  １万 1,500 円
※11 月～３月まで支給

区　分 内　容
時間外勤務
手当、休日
勤 務 手 当

勤務１時間当たりの給料額に 35/100
～ 175/100 を乗じた額

夜 勤 手 当 勤務１時間当たりの給料額に 25/100
を乗じた額

夜 間 看 護
手　　　当

◆勤務時間が深夜すべてにわたる場合
１回につき 6,800 円

◆深夜の勤務時間が４時間以上の場合
１回につき 3,300 円

◆深夜の勤務時間が２時間以上４時間
未満の場合
１回につき 2,900 円

◆深夜の勤務時間が２時間未満の場合
１回につき 2,000 円

※深夜　22 時 00 分～翌５時 00 分

各種手当の状況
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◆年齢別職員構成      ( 令和７年４月１日現在 )
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◆役職別職員構成       ( 令和７年４月１日現在 )

給与の状況

年
度

歳出総額
(A)

人件費総額
(B)

人件費比率
(B/A)

R6 67 億    950 万9,000円 8 億 3,712 万 9,000 円 12.48%

R5 63 億 2,641 万2,000円 7 億 9,203 万 8,000円 12.52%
※人件費には、退職者に支給される退職金や議員の報

酬なども含まれます。

◆人件費
学　歴 初任給 前年比

大学卒 22 万円 ＋ 23,800 円

短大卒 20 万 1,000 円 ＋ 24,900 円

高校卒 18 万 8,000 円 ＋ 21,400 円

◆初任給 ( 令和７年４月１日現在 )

区　分 内　容

期末手当 ( 給料月額 + 扶養手当月額 ) の
2.50 か月分以内

勤勉手当 ( 給料月額 + 扶養手当月額 ) の
2.10 か月分以内

◆期末・勤勉手当        ( 令和７年４月１日現在 )

区　分 月　額 前年比

給料

村　長 71 万 1,000 円 + 21,000 円

副村長 61 万 4,000 円 + 18,000 円

教育長 55 万 2,000 円 + 16,000 円

報酬

議　長 29 万円 + 32,000 円

副議長 22 万 9,000 円 + 26,000 円

委員長 20 万 5,000 円 + 24,000 円

議　員 18 万 5,000 円 + 23,000 円

◆特別職の給料など    ( 令和 7 年４月１日現在 )

勤続年数 自己都合 勧奨・定年

20 年 19.67 月分 24.59 月分

25 年 28.04 月分 33.27 月分

35 年 39.76 月分 47.71 月分

最高限度額 47.71 月分 47.71 月分

◆退職手当 ( 令和７年４月１日現在 )
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◆職員数の状況          ( 令和７年４月１日現在 )

職員の状況

年度 大学卒 短大卒 高校卒 合　計

R7 2 人 2 人 0 人 4 人

R6 2 人 0 人 0 人 2 人

◆採用状況

年度 定年退職 勧奨退職 その他 合　計

R6 0 人 ０人 3 人 3 人

R5 0 人 ０人 2 人 2 人

◆退職状況

年度 平均給料月額 平均年齢

R7 32 万 5,726 円 42 歳   1 月

R6 31 万 5,390 円 41 歳   ９月

◆給料・年齢の平均        ( 各年度４月１日現在 )

　
村
職
員
の
給
与
は
、
国
や
道
の
制
度
に
準
じ
、
地
方
自

治
法
と
地
方
公
務
員
法
に
基
づ
き
、
村
議
会
で
の
議
決
を

経
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
に
よ
り
一
層
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、

令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
の
給
与
と
職
員
数
な
ど
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

村
職
員
の
構
成
や

給
与
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

職員数は、事務職と保健

師や看護師などの技術職

のうち正職員の数です

技師・主任・主査・係長・課長補佐には、
土木技師や建築士、保健師や栄養士、
看護師などの技術職を含みます。
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大鍋『さらべつ和牛のキノコ汁』大鍋『さらべつ和牛のキノコ汁』

更別農業高等学校の特産品を販売する生徒更別農業高等学校の特産品を販売する生徒 オープニングは今年もかしわ太鼓！オープニングは今年もかしわ太鼓！

ピエロのぐっちバルーンショーピエロのぐっちバルーンショー

美味しいものを求めて大行列を成す来場者美味しいものを求めて大行列を成す来場者 アンジェラ佐藤さんが３人！？アンジェラ佐藤さんが３人！？

初開設のドッグランで遊ぶ犬初開設のドッグランで遊ぶ犬

さ
ら
べ
つ
大
収
穫
祭
２
０
２
５
が

さ
ら
べ
つ
大
収
穫
祭
２
０
２
５
が

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

    

開
催
さ
れ
ま
し
た
！

開
催
さ
れ
ま
し
た
！

　
10
月
19
日
、
ふ
る
さ
と
館
特
設
会
場
で
、
さ
ら
べ
つ
大
収
穫
祭
が
開
催
。

お
祭
り
日
和
の
秋
晴
れ
の
中
、
村
内
外
か
ら
家
族
連
れ
な
ど
多
く
の
方
が
訪

れ
ま
し
た
。

　
食
ブ
ー
ス
で
は
、
Ｊ
Ａ
さ
ら
べ
つ
青
年
部
に
よ
る
『
野
菜
販
売
』
や
お
菓

子
の
ニ
シ
ヤ
マ
と
の
コ
ラ
ボ
ス
イ
ー
ツ
『
か
ぼ
ち
ゃ
の
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
』、

実
行
委
員
会
に
よ
る
『
さ
ら
べ
つ
和
牛
カ
ッ
ト
ス
テ
ー
キ
の
実
演
販
売
』
や

『
串
焼
き
』
に
開
始
前
か
ら
長
い
行
列
が
で
き
、か
ぼ
ち
ゃ
の
シ
ュ
ー
ク
リ
ー

ム
も
短
時
間
で
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
さ
ら
べ
つ
和
牛
と
キ
ノ
コ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
麦
音
料
理
長
馬

渕
シ
ェ
フ
監
修
レ
シ
ピ
の
大
鍋『
さ
ら
べ
つ
和
牛
の
キ
ノ
コ
汁
』も
大
人
気
。

「
温
ま
る
」、「
香
り
が
よ
く
美
味
し
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
屋
内
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
さ
ら
べ
つ
か
し
わ
太
鼓
保
存
会
の
演
奏
や
さ
ら
べ
つ

バ
ト
ン
メ
イ
ツ
に
よ
る
演
技
、
ピ
エ
ロ
の
ぐ
っ
ち
バ
ル
ー
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

や
大
食
い
タ
レ
ン
ト
の
ア
ン
ジ
ェ
ラ
佐
藤
さ
ん
を
交
え
た
『
大
食
い
大
会
』
が

あ
り
、
食
べ
っ
ぷ
り
と
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
で
会
場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

食ブースなど ステージ

今年もステーキを焼く馬渕シェフ今年もステーキを焼く馬渕シェフさらべつ和牛の串焼きさらべつ和牛の串焼き

バトンメイツのかわいいダンスバトンメイツのかわいいダンス

大食いタレントアンジェラ佐藤さんの大食い対決で大盛り上がり大食いタレントアンジェラ佐藤さんの大食い対決で大盛り上がり

村づくりの７つの寄付項目と使い道 令和６年度に寄付金を活用した事業の内容令和６年度に寄付金を活用した事業の内容 充当額

❶便利に生活できるまちづくり
住宅・宅地、上水道、排水処理、公園、
花や緑の空間、道路、情報通信など

村民バス運行維持、除雪対策 5,082 万 8,000 円

❷産業が元気なまちづくり
農業、林業、商工業、観光関連産業、
起業支援、雇用創出など

多面的機能支払交付金、雇用対策、畜産振興助成
金、起業・創業等支援、商工業振興対策 4,200 万円

❸心身の健康を支えるまちづくり
健康づくり、保健、地域医療、地域
福祉、高齢者福祉、障がい者福祉、
社会保障など

予防接種、障害者地域生活支援、高齢者在宅福祉
サービス、社会福祉活動補助金 2,503 万 2,000 円

❹環境を守り安心して生活できる
　まちづくり
防災、消防、救急、自然や景観の保全、
環境美化、ごみ処理など

リサイクルセンター維持管理、街路灯維持補修、
防災・国民保護、有害鳥獣駆除対策、廃棄物収集
運搬処理、交通安全運動推進

3,599 万円

❺人が育つまちづくり
学校教育、社会教育、芸術、文化、
スポーツ、子育て支援、青少年育成、
国内外交流など

小学校・中学校運営、外国語指導推進および学校
施設維持管理、国際交流事業推進 7,498 万 7,000 円

❻知恵を出し合うまちづくり
情報発信、移住促進、協働のまちづ
くり、広報・広聴、行政運営、財政
運営など

広報関係、協働活動、行政区会館維持管理 300 万円

❼その他目的達成のため村長が
　必要と認める事業

子育て応援施策、道路補修対策、上更別活性化対
策、宅地分譲整備、敬老事業、学校給食センター
運営、道路改良舗装

6,816 万 3,000 円

令和 6 年度事業へ活用した寄付額合計 ３億円

寄付金の活用事業の紹介

　
『
ふ
る
さ
と
納
税
』
に
は
、
個
人
や
団
体
な
ど
か
ら
ご
寄

付
を
い
た
だ
く
ふ
る
さ
と
納
税
（
一
般
）
と
、
企
業
が
村

事
業
（
国
が
認
定
し
た
事
業
）
を
支
援
す
る
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
（
一
般
）
は
、
更
別
村
寄
付
条
例
に
基

づ
い
て
運
用
し
、「
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
村
」
や
「
守
り

た
い
自
然
が
あ
る
村
」、「
将
来
暮
ら
し
て
み
た
い
村
」
な
ど
、

皆
さ
ん
の
応
援
・
貢
献
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
や
想
い
を
、

村
へ
の
ご
寄
付
と
い
う
形
で
募
る
も
の
で
す
。

　
令
和
６
年
度
に
い
た
だ
い
た
ご
寄
付
は
５
億
５
２
２
２
万

５
４
０
５
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
村
内
の
団

体
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
寄
付
１
０
０
万
５
円
を
除
く
、

５
億
５
１
２
２
万
５
４
０
０
円
が
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て

日
本
全
国
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
れ
た
方
の
お
名
前
、
ご
住
所
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
に
い
た
だ
い
た
ふ
る
さ
と
納
税
の
う
ち
、

３
億
円
は
寄
付
さ
れ
た
方
が
指
定
す
る
事
業
の
財
源
と
し

て
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
に
使
用
し
た
分
を
除
く
２
億
５
２
２
２
万

５
４
０
５
円
は
寄
付
金
管
理
基
金
に
積
立
て
、
令
和
７
年

度
に
実
施
さ
れ
る
事
業
の
財
源
と
し
て
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

　
今
月
号
で
は
、
令
和
６
年
度
に
い
た
だ
い
た
寄
付
金
の

活
用
状
況
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

●問い合せ　　
　総務課庶務係　 52−2111

※上記には、企業版ふるさと納税は含まれません。
※上記のほか 2 億 5222 万 5405 円は寄付金管理基金へ積立し、令和 7 年度事業で活用予定です。

ご
紹
介
し
ま
す

  『
ふ
る
さ
と
納
税
』
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圃
場
で
国
内
最
大
級
の
大
型
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た

模
擬
農
薬
散
布
の
様
子
と
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー

の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
ご
指
導
の
も
と
、
無
人

自
動
走
行
を
見
学
し
て
も
ら
い
、
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ

ク
タ
ー
に
試
乗
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ド
ロ
ー
ン

飛
行
で
は
、
機
体
の
大
き
さ
と
風
圧
、
ス
ム
ー
ズ

な
自
動
散
布
に
驚
き
、
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
の

走
行
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た
走
行
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
従
っ
て
正
確
に
走
行
し
、
自
動

転
回
す
る
場
面
で
は
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し

た
。

　
ス
ー
パ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
の
進
捗
状
況
や
最
先

端
技
術
を
駆
使
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
一
端
に
触

れ
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
も
良
い
学
習
の
機
会
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。
毎
年
、
研
修
先
に
更
別
村
を

選
ん
で
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

10
月
３
日
（
金
）、
江
別
市
に
あ
る
立
命
館
慶
祥

中
学
校
の
１
年
生
50
名
ほ
ど
が「
地
域
学
習
の
一
環
」

と
し
て
、
ふ
る
さ
と
館
に
て
更
別
村
ス
ー
パ
ー
ビ
レ

ッ
ジ
構
想
や
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し

た
。
更
別
村
で
の
実
施
は
今
年
で
４
年
目
と
な
り
ま

す
。

　
は
じ
め
に
屋
内
広
場
で
、
私
か
ら
歓
迎
の
挨
拶

と
講
話
を
行
い
、
続
い
て
企
画
政
策
課
の
担
当
者

か
ら
ス
ー
パ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
に
つ
い
て
、
経
過

と
意
義
、
具
体
的
な
取
り
組
み
の
紹
介
や
Ｄ
Ｘ
の

実
装
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。

　
昨
年
は
「
３
Ｄ
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
推
進
と
運
用
」
に

つ
い
て
の
説
明
が
主
で
し
た
が
、
今
年
は
「
大
規

模
畑
作
地
帯
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
状

況
」
を
中
心
に
説
明
を
し
ま
し
た
。

　
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
農
業
従
事
者
の
年
齢
構

成
の
割
合
」
や
「
生
産
効
率
と
農
業
所
得
」、「
ス

マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に
当
た
っ
て
の
課
題
や
問
題

点
」、「
デ
ジ
タ
ル
化
の
デ
メ
リ
ッ
ト
や
村
民
理
解
」

な
ど
、率
直
で
鋭
い
質
問
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
屋
外
へ
移
動
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

と
い
う
こ
と
で
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
株
式
会

社
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
の
ご
協
力
の
も
と
、
試
験

で
の
経
過
や
研
究
の
歩
み
や
、
農
業
ク
ラ
ブ
の
活

動
と
し
て
生
徒
の
自
主
的
な
発
案
か
ら
地
域
の
協

力
を
得
て
完
成
し
た
「
ひ
ま
わ
り
迷
路
」
の
取
組

を
説
明
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
知
事
も
素
晴
ら
し
い
生
徒
の
発
表
に
耳
を
傾

け
、
大
い
に
感
心
、
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、生
徒
手
作
り
の
「
あ
ん
ぱ
ん
、ピ
ザ
、

ア
イ
ス
」
も
試
食
さ
れ
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

で
懇
談
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
農
場
で
陸
稲
や
山
イ
モ
畑
、
ト
ラ
ク
タ

ー
な
ど
も
視
察
さ
れ
、
笑
顔
で
高
校
を
後
に
さ
れ

ま
し
た
。

　
更
別
農
業
高
等
学
校
の
生
徒
や
教
職
員
の
皆
さ

ん
は
、「
村
の
宝
で
あ
り
、
誇
り
」
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

10
月
８
日
（
水
）、
鈴
木
直
道
北
海
道
知
事

が
来
村
さ
れ
、
更
別
農
業
高
等
学
校
を
会
場
に

「
な
お
み
ち
カ
フ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
村
で
の
開
催
は
令
和
４
年
度
以
来
、
２
度

目
と
な
り
ま
す
。
は
じ
め
に
室
伏
校
長
か
ら
学

校
の
概
要
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ

ー
ト
農
業
教
育
な
ど
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
続
い
て
、
７
月
に
大
阪
・
関

西
万
博
で
開
催
さ
れ
た
「
三
菱
み
ら
い
育
成

財
団
高
校
生
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
万
博
」
に
出
場
し
、

３
６
４
校
中
６
校
の
み
に
与
え
ら
れ
る
最
優
秀

賞
に
輝
い
た
生
活
科
学
科
３
年
生
か
ら
、
農
作

物
の
廃
棄
量
削
減
を
目
的
と
し
た
規
格
外
野
菜

の
さ
つ
ま
い
も
と
未
利
用
林
地
残
材
を
有
効
活

用
し
た
「
新
し
い
バ
ル
サ
ミ
コ
酢
」
の
開
発
ま

立
命
館
慶
祥
中
学
校
1
年
生
が

更
別
村
で
地
域
学
習

「
な
お
み
ち
カ
フ
ェ
」
が

更
別
農
業
高
等
学
校
で
開
催
！

内
閣
総
理
大
臣
表
彰

百
歳
を
祝
っ
て

表
彰

　
永
年
に
わ
た
り
社
会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

て
き
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
、
今
年
度
中
に

１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
る
佐
伯
千
惠
子
さ

ん
、
内
海
ミ
ヨ
さ
ん
、
松
橋
朝
子
さ
ん
に
内

閣
総
理
大
臣
表
彰
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
９
月
26
日
、
コ
ム
ニ
の
里
さ
ら
べ
つ
で
西

山
村
長
は
「
今
の
更
別
が
あ
る
の
は
、
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
す
。
皆
さ
ん
の
元
気
な
お
顔

を
見
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

本
日
は
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
お
祝

い
の
言
葉
と
と
も
に
表
彰
状
と
記
念
品
の
銀

杯
を
手
渡
し
、
佐
伯
さ
ん
は
笑
顔
で
受
け
取

り
ま
し
た
。

～子供からお年寄りまで
　笑顔と笑い声があふれ、
　　一人ひとりが輝く村～

佐伯　千惠子さん佐伯　千惠子さん

松橋　朝子さん松橋　朝子さん

内海　ミヨさん内海　ミヨさん

9
月
21
日
に
発
生
し
た
大
雨
強
風
被
害
に
伴
う

村
道
等
の
災
害
復
旧
工
事
と
費
用
の
一
部
を
援
助

さ
れ
た
株
式
会
社
山
内
組
様
に
10
月
10
日
、
感
謝

状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
村
内
で
の
大
雨
強
風
被
害
は
、
の
り
面
の
崩
落

が
５
件
、
通
行
止
め
が
１
件
発
生
し
、
22
日
に
村

か
ら
の
災
害
復
旧
工
事
の
要
請
を
受
け
、
翌
23
日

に
着
工
し
、
24
日
に
復
旧
し
ま
し
た
。

　
西
山
村
長
は
「
大
雨
で
被
災
し
た
道
路
の
早
期

災
害
復
旧
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
、
こ
の
功
績
は
誠

に
顕
著
で
あ
り
ま
す
」
と
感
謝
し
ま
し
た
。

　
感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
山
内
正
裕
専
務
取
締
役

は
「
こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
時
は

す
ぐ
に
駆
け
つ
け
ら
れ
る
元
気
な
会
社
で
あ
り
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

感
謝
状
贈
呈

　
（
株
）
山
内
組　
様　
　
　

大
雨
災
害
復
旧
に
寄
与

山内専務　　　　　西山村長

復旧前復旧前復旧後復旧後
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更
別

村
福

祉
ホ

ー
ム説明会・障がいへの

理
解

を
深

め
る

講

話更
別

村
福

祉
ホ

ー
ム説明会・障がいへの

理
解

を
深

め
る

講

話

地域で地域で
ともにともに

暮らすこと暮らすこと

障がいとは？自立を支える
地域コミュニティーの大切さ

令和８年４月より

更別村福祉ホームがはじまります
下記の日程で説明会および講話を開催します。

2025
11/25 (火)

老人保健福祉センター
　18 : 30 ～20 : 00

●経過報告●経過報告
　福祉ホームについて　保健福祉課　福祉ホームについて　保健福祉課
●村内の取組紹介●村内の取組紹介
　就労継続支援B型  クローバーモア　就労継続支援B型  クローバーモア
　　　　　〃　　　   すてきさん　　　　　〃　　　   すてきさん
　日中活動支援事業  サッチャル館　日中活動支援事業  サッチャル館
●講話●講話
　『障がい者と地域コミュニティ』　『障がい者と地域コミュニティ』
　～自立を支える制度や地域のサポートについて～　～自立を支える制度や地域のサポートについて～
　　　　十勝障がい者総合相談支援センター　　　　十勝障がい者総合相談支援センター
　　　　地域づくりコーディネーター　丸瀬　恵　氏　　　　地域づくりコーディネーター　丸瀬　恵　氏

事前の申し込みは必要ありません。事前の申し込みは必要ありません。
お誘い合わせの上、ご参加ください。お誘い合わせの上、ご参加ください。

●問い合せ　保健福祉課福祉係　 53-3000

更別中央中学校文化祭開催更別中央中学校文化祭開催10/4

10
月
４
日
（
土
）、
更
別
中
央
中
学
校
で

第
48
回
文
化
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

保
護
者
や
地
域
の
方
が
見
守
る
な
か
、

生
徒
た
ち
に
よ
る
総
合
的
な
学
習
の
発
表
、

合
唱
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
が

さ
れ
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。　

更別小学校

佐
さ と う

藤 瑛
え い た

太さん

更別小学校

河
かわはら

原 徹
て っ た

太さん

更別小学校

塩
し お だ

田 海
か い と

斗さん

上更別小学校

松
まつはし

橋 想
そ う じ ろ う

次朗さん

更別中央中学校

菅
か ん の

野 竜
りゅういちろう

市朗さん

更別中央中学校

道
どうけん

券 小
さ ゆ り

百合さん

　９月 25日、村生活安全推進協議会主催
の令和７年度交通安全・防犯標語コンクー
ル審査会が開催されました。同協議会では
毎年村内の小中学生を対象に標語を募集。
今年度も悲惨な事故や犯罪が起こらないよ
うにと願いが込められた多くの作品が子ど

もたちから届けられ、応募総数 210 点の
中から入選６作品が選出されました。選出
作品の啓発看板は 11月上旬から国道や旧
広尾道路といった比較的交通量が多く、ド
ライバーや歩行者の目に止まりやすい村内
３か所の看板広告塔に設置されます。

　子どもたちが呼びかけるように、
日頃から安全運転を心がけるととも
に、防犯意識を高め犯罪を寄せ付け
ない地域づくりをしましょう。
●問い合せ
　村生活安全推進協議会事務局
　( 役場住民生活課住民生活係 )

52−2112

前
見
て
る
？

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
よ
り
左
右
確
認

S
N
S

　
楽
し
さ
一
瞬　
後
悔
一
生

く
る
ま
き
た

ち
ゃ
ん
と
と
ま
っ
て
み
ぎ
ひ
だ
り

そ
の
ス
マ
ホ

命
を
う
ば
う
気
を
つ
け
て

二
刀
流

　
　

か
ぎ
と
心
で　
守
る
家

自
転
車
に

乗
る
前
か
な
ら
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
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●問い合せ　　保健福祉課福祉係　 53−3000

福祉灯油の申請をお忘れなく！
～冬の暖房用燃料費を助成します～

個別のご案内はしておりませんので、条件に　
当てはまる方は保健福祉課へ確認ください。

村では、冬期間の暖房用燃料費の負担を軽減する
ため、対象となる方へ燃料等の購入に要する費用を
助成しています。
　次の条件に当てはまる方は、保健福祉課で詳しい
内容を確認のうえ、申請をお願いします。
◆対象世帯

令和７年 11 月１日から引き続き本村に住所があり、
①から③に当てはまる住民税非課税世帯です。
①高齢者世帯：世帯員全員が 65 歳以上の世帯
②障がい者世帯：身体障害者手帳１・２級、療育手
　帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方がいる
　世帯
③ひとり親世帯：母子・父子世帯
※老人ホームやグループホームなどの社会福祉施設及び
　村の生活支援ハウス入居されている世帯は除きます。
◆申請期間
　令和 8 年１月 31 日まで

◆申請方法
申請書類は保健福祉課または村ウェブサイトにあり

　ます。また、更別ベーシックインフラサービスの住
　民ポータルから電子申請することができます。
※令和７年１月２日以降に転入された方は、前住所　
　の市町村民税が非課税であることを証明する書類
　を添付してください。
◆助成額
　12 月１日時点の村内灯油価格をもとに 150 リッ
トル分以内の金額で決定します。
◆審査結果通知
　申請書類をもとに世帯の状況や課税状況を審査し
たのち、条件に該当される方へ決定通知書と「灯油
引換券」または「どんぐり商品券」を送付します。
※灯油引換券を使用できる事業者は、次の村内事
　業者に限ります。
　＊ ENEOS 更別 SS（ヤマジョウ）
　＊ホクレン更別セルフ（Ｊ A さらべつ）
　＊エア・ウォーター・ライフソリューション（株）
　　更別サービスセンター

農村地区の「合併処理浄化槽」は村が設置します農村地区の「合併処理浄化槽」は村が設置します
　村では、農村地区の住宅を対象に合併処理浄化
槽の設置を推進しています。
　合併処理浄化槽は村が設置し、使用するご家庭
は村に対し使用料等をご負担いただく仕組みで
す。
　合併処理浄化槽は、住宅から出た「し尿」、「生
活排水」をきれいな水に処理する装置で、処理性
能は下水処理場と同等です。
　公共水域の水質汚濁を防ぎ、安心・安全な生活
環境を維持するために合併処理浄化槽の使用をご
検討ください。
◆対象地域
　更別市街・上更別市街を除く地域
◆住宅新築をともなう場合
　工事のスケジュール調整のため、早めの申し込
　みをお願いします。
◆費用
　右の表のとおり、使用料のほか、受益者分担金
　の支払いが必要となります。　

人槽 使用料
（月額）

受益者分担金（５年払い）
１期あたり（年４回） 総額

５人槽 4,100 円 5,600 円 112,000 円

７人槽 4,600 円 7,100 円
（初回 8,100 円） 143,000 円

10 人槽 5,200 円 9,100 円
（初回 10,100 円） 183,000 円

規 模 別 料 金 表規 模 別 料 金 表

～合併処理浄化槽できれいな水を～

※使用料は、使用を開始した翌月から月額での納付となり
　ます。
※受益者分担金は、合併処理浄化槽を設置した翌年度から
　納付が始まり、一括支払いも可能です。
※なお、事業用の場合は、個人または法人での設置となり
　ます。

●問い合せ
　建設水道課上下水道係　 52−5200

各課・施設の電話／メールアドレス　→　総　務　課　 52 2111　 　soumu sarabetsu.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　→　企画政策課　 52 2114 　　kikaku sarabetsu.jp

１本のお電話で救われる子どもがいます。
「児童虐待かも」と思ったら、すぐに電話ください。

１
い ち は や く

８９
　（お住いの地域の児童相談所につながります）

出産や子育てに関する悩みや相談がある方は、お気軽に
ご相談ください。
●問い合せ　
　北海道帯広児童相談所　 22 ー 5100
　子育て応援課　　　　　 53 ー 3700

児童虐待は社会全体で解決すべき問題です

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間
で
す

◆
「
サ
イ
ン
」
を

　
見
落
と
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

＊
子
ど
も
に
つ
い
て

　
・
い
つ
も
泣
き
叫
ぶ
声
や
保
護
者
の
怒

　
　
鳴
り
声
が
す
る

　
・
不
自
然
な
傷
や
打
撲
の
あ
と
が
あ
る

　
・
表
情
が
乏
し
い
、
活
気
が
な
い
な
ど

＊
保
護
者
に
つ
い
て

　
・
交
流
が
少
な
く
孤
立
し
て
い
る

　
・
小
さ
い
子
ど
も
を
家
に
置
い
た
ま
ま

　
　
外
出
し
て
い
る

　
・
子
育
て
に
関
し
て
強
い
不
安
や
悩
み

　
　
を
抱
え
て
い
る
な
ど

~　
１い

ち
は
や
く

８
９　
気
づ
い
て
あ
げ
て　
そ
の
サ
イ
ン　
~

◆
車
内
に
放
置
し
な
い
で
！

　
子
ど
も
（
乳
幼
児
）
は
体
温
調
節
機
能

が
未
熟
な
こ
と
も
あ
り
、
自
動
車
の
車
内

な
ど
内
部
の
気
温
が
上
が
り
や
す
い
環
境

で
は
、
短
時
間
で
も
熱
中
症
の
危
険
性
が

高
ま
り
ま
す
。

　
「
眠
っ
て
い
る
か
ら
」「
少
し
だ
け
」
と

子
ど
も
を
自
動
車
な
ど
に
乗
せ
た
ま
ま
そ

の
場
を
離
れ
る
と
、
思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な

が
り
大
変
危
険
で
す
。
子
ど
も
は
自
分
で

自
分
を
守
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
を
守
る
の

は
大
人
の
役
割
で
す
。
十
分
な
気
配
り
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

コミュニティ・スクール（CS) は、学校と保護者や地
域の皆さんがともに知恵を出し合い、一緒に協働しなが
ら子どもたちの豊かな成長を支えていく「地域とともに
ある学校づくり」を進める仕組みです。

●問い合せ　教育委員会社会教育係　☎ 52-3171　

「更別村 CS アクションプラン」の具体的な取組をご紹介
◆ CS 委員会と学校運営協議会の合同研修会

８月 28 日（木）、ＣＳ委員会及び学校運営協議会の合
同研修会が開催されました。前半は、講演主題「大人の
自己肯定感が子育ての第一歩」と題し、元更別中央中学
校教諭で、現在「ちば T ラボ」代表である千葉孝司氏を
講師に学習しました。千葉氏は、「子どもには、小さな失
敗をたくさんさせておく方が、後から大きな失敗をする
ことがない」「自分を褒めると、家族も褒めることができ
る」といった言葉や、子育てなどの参考となる多くのア
ドバイスを頂くことができました。後半は、「自己肯定感
を高めよう ! 口癖をポジティブ変換！」と題し、11 グルー
プに分かれ、グループワークを行いました。講評し合い、
言葉の使い方を考える有意義な場となりました。

◆第１回学校運営協議会および CS 委員会
４月 30 日（水）、各学校運営協議会開催後、ＣＳ

委員会が開催されました。今年度特に重点として取
り組んでいくのが、「子どもたちの自己肯定感を高め
る」ための重要なポイントとして、大人も自己肯定
感を高めようということになり、研修会の実施等、
具体的な取組を模索していくこととなりました。ま
た、各校独自のミニ研修会開催も模索することにな
り、活動の活性化を図ろうとする動きもありました。

～渡辺 CS コーディネーターより～
合同研修会の千葉講師は、更別中央中学校でも勤務

し、宝輪教育長と同じ学年団で働いたこともあった方で、
更別村への親しみを感じました。また、今回は CS 委員会、
学校運営協議会メンバーだけでなく、保護者や「さらべつ
ほーぷ」の方々からもご参加いただきました。

前半の講演では、千葉氏から子育てにおける示唆に富
んだ話を聞くことができました。

後半のグループワークでは、普段考えたことのない口
癖をポジティブ変換することは、参加者からの関心が高
く、話し合いも活発に行われました。

更別村コミュニティ・スクール更別村コミュニティ・スクール
７７年目になりました！
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各課・施設の電話／メールアドレス　→　住民生活課　 52 2112  　　jyuumin sarabetsu.jp
          　　　　　　　　　　　　　  →　建設水道課　 52 5200　  　kensetu sarabetsu.jp　　　　　　　　　　　　　　　　　

各課・施設の電話／メールアドレス　→　産　業　課　 52 2115  　　sangyou sarabetsu.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　→　ふるさと館　 52 2211　  　furusato sarabetsu.jp　　　　　　　　　

10
月
13
日
、
更
別
運
動
広
場
で

『
ど
ん
ぐ
り
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
』

が
開
催
さ
れ
、
78
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
会
長
の
宝
輪
教
育
長
は
「
参

加
者
同
士
の
親
睦
交
流
も
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
無
理
せ
ず
楽
し
く

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
取
り
組
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

ラ
ジ
オ
体
操
の
あ
と
、
さ
ら
べ

つ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
の
大
林

杜
和
さ
ん
に
よ
る
選
手
宣
誓
が
さ

れ
、
そ
の
後
マ
ラ
ソ
ン
が
ス
タ
ー

ト
。

　
選
手
の
皆
さ
ん
は
、親
子
（
幼
児
）

ペ
ア
、
小
学
１・２
年
生
、
小
学
３・

年
生
、
小
学
５・
６
年
生
、
中
学
生

以
上
フ
リ
ー
３
キ
ロ
、
中
学
生
以

上
フ
リ
ー
５
キ
ロ
に
参
加
し
、
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　更別消防署で、体験と遊びを通して火災予防の普
及啓発と防災意識の醸成などを目的に、昨年に引き
続き『さらべつ消防フェスティバル 2025』が開催
され、約 250 名が来場しました。
　フェスティバルでは、綱渡りや消火器、放水、煙
で充満したテントから避難の体験ができたほか、防
火衣の試着や消防車前での記念撮影が行われ、締め
くくりには消防職員による訓練展示が行われました。

　老人保健福祉センター集会娯楽室にて、帯広厚生
病院の臨床心理士、公認心理師である築田昌明さん
を講師にゲートキーパー養成講座が行われました。
　講座には 23 名が参加され、講話やロールプレイ
を通じて悩みを抱える人との接し方や話を聞く時の
ポイントを学び、意見を出し合って共有を行いまし
た。参加者からは「講座で学んだことを活かしてい
きたい」という声がありました。

防災について学ぼう
消防フェスティバル開催

悩みを抱える方との接し方
ゲートキーパー養成講座9/28 9/19

VILLAGE TO
PICS

VILLAGE
TO

PICS              VILLAGE 
TO

PI
C

S

VILLAGE
TO

PI
C

S

村の村の
わだいわだい

88daysdays8days

村内小学校高学年と中学生が交流
どんぐり子ども交流会開催

　更別中央中学校で、村内小学校高学年と中学生が交流し、小
学生が中学校生活への前向きな気持ちを醸成するとともに、中
学生は先輩としての自覚を養うことを目的に、２年目となる交
流会を開催。交流会では、ネットやスマホ、ゲームの付き合い
方をテーマに、クイズや意見を出し合って交流しました。

10/20
ひと夏で大きく成長ひと夏で大きく成長
村営牧場一斉退牧を実施村営牧場一斉退牧を実施

　村営牧場で一斉退牧が行われ、51 頭の牛たちが
飼養農家のもとへ帰っていきました。牧場は５月か
ら受け入れ始め、5 か月で平均で体重が 80kg 増加。
この日は牧場管理人と役場職員が早朝から作業開
始。牛たちはトラックに載って牧場を後にしました。

村のお困りごとはありませんか？
行政相談出前教室開催

　更別中央中学校で、行政相談出前教室が開催されました。
　出前教室では、釧路行政監視相談センターの風間さんが
概要を説明し、岡行政相談委員が村内・管内の事例を紹介
しました。参加した生徒から「授業を通じて行政が身近な
存在であることを感じた」と感想の声がありました。

10/24
青少年育成のために
どんちゃん LC 会が寄贈

　どんちゃん LC 会から更別中央中学校へ「ベルトサンダー」と
「アイロン」4 台が寄贈され、神成哲也会長と山角幸一郎副会長
から「頑張っている皆さんを応援するために贈ります。どんど
ん使ってください」と生徒会執行部へ手渡され、松野七星生徒
会長は「大事に使わせていただきます」とお礼を述べました。

10/21

10/17

いざという時のためにいざという時のために
更高で 1 日防災学校開催更高で 1 日防災学校開催10/23

　更別農業高等学校で、陸上自衛隊第５旅団第４　更別農業高等学校で、陸上自衛隊第５旅団第４
普通科連隊（帯広市）の協力のもと、１日防災学普通科連隊（帯広市）の協力のもと、１日防災学
校が開催されました。校が開催されました。
　防災学校では、避難所用のテントの組立や、日　防災学校では、避難所用のテントの組立や、日
赤奉仕団から防災グッズの説明、（株）山内組によ赤奉仕団から防災グッズの説明、（株）山内組によ
る防災 VR の体験、自衛隊と野外炊事用車両を使る防災 VR の体験、自衛隊と野外炊事用車両を使
った炊き出し体験が行われました。った炊き出し体験が行われました。

防災VRを体験する生徒防災VRを体験する生徒

自衛隊員と一緒に炊事　献立はカレー自衛隊員と一緒に炊事　献立はカレー

1213



１
階
村
民
ホ
ー
ル

11
月
12
日
（
水
）
か
ら

11
月
18
日
（
火
）
ま
で

無
料

●
主
催

　
千
島
歯
舞
諸
島
居
住
者
連
盟

　
十
勝
支
部

　
（
略
称
：
千
島
連
盟
十
勝
支
部
）

千
島
連
盟
十
勝
支
部
・
土
田

  

０
１
１・７
０
９・２
３
１
１

　
毎
年
12
月
10
日
か
ら
同
月
16
日
ま

で
の
間
は
、「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問

題
啓
発
週
間
」
で
す
。

　
拉
致
問
題
は
、
我
が
国
の
喫
緊
の

国
民
的
問
題
で
あ
り
、
こ
の
解
決
を

始
め
と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
が
、
国
際
社

会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と

さ
れ
る
中
、
私
た
ち
国
民
が
こ
の
問

題
に
つ
い
て
の
関
心
と
認
識
を
深
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

帯
広
警
察
署

　
　
　
　
　
　

  

52
・
０
１
１
０

ま
す
。

　
「
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
」

で
こ
れ
ま
で
同
様
、
女
性
の
人

権
問
題
に
関
す
る
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
み
ん
な
の
人

権
１
１
０
番
の
電
話
番
号
（

０
５
７
０・０
０
３・１
１
０
）
を
入

力
後
、
自
動
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従

い
、
１
番
を
入
力
す
る
と
女
性
の
人

権
問
題
に
関
す
る
相
談
が
可
能
で

す
。

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
み
ん
な
の
人

権
１
１
０
番
の
ダ
イ
ヤ
ル
１
番
ま

で
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
女
性
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
以
外
の

相
談
に
つ
い
て
も
次
の
と
お
り
受
付

し
て
い
ま
す
。

・
高
齢
者
に
関
す
る
相
談
は
２
番

・
障
が
い
者
に
関
す
る
相
談
は
３
番

・
そ
の
他
人
権
問
題
に
関
す
る
相
談

は
４
番

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

０
５
７
０・０
０
３・１
１
０

※
受
付
時
間

　
　

平
日
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
北
方
領
土
の
自
然
や
歴
史
、
北
方

領
土
問
題
の
基
礎
知
識
な
ど
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
た
パ
ネ

ル
約
30
枚
を
展
示
し
ま
す
。

　
署
名
コ
ー
ナ
ー
や
、
先
着
で
啓
発

グ
ッ
ズ
の
配
布
も
行
い
ま
す
。

更
別
村
役
場

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学

校
や
外
国
の
高
校
、大
学
等
に
入
学・

在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご

家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制

度
で
す
。

●
ご
融
資
額

　
お
子
さ
ま
1
人
に
つ
き

　
３
５
０
万
円
以
内

●
金
利

　
年
３
・
15
％

　
※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は

　
年
２
・
75
％

　
（
令
和
７
年
９
月
１
日
現
在
）

●
ご
返
済
期
間

20
年
以
内

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

０
５
７
０・０
０
８
６
５
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
３・５
３
２
１・８
６
５
６

　
令
和
７
年
10
月
１
日
か
ら
「
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
は
「
み
ん

な
の
人
権
１
１
０
番
」
に
統
合
さ
れ

　
村
で
は
、
財
政
状
況
を
皆
さ
ん
に

公
表
し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
の

決
算
状
況
と
令
和
７
年
度
上
半
期
の

財
政
運
営
状
況
を
ま
と
め
た
「
財
政

状
況
説
明
書
」
を
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
閲
覧
を
ご
希
望
の

方
は
役
場
総
務
課
へ
お
訪
ね
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
村
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
総
務
課
で
の
閲
覧
期
間

　
令
和
７
年
11
月
11
日
〜

　
令
和
８
年
11
月
10
日

　
（
執
務
時
間
内
）

※
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
い
つ
で
も
閲

　
覧
で
き
ま
す
。

総
務
課
財
政
契
約
係

　
　
　
　
　

  

52
・
２
１
１
１

書
」
が
届
き
ま
し
た
ら
大
切
に
保
管

し
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
10
月
1
日
以
降
に
納
付
し
た
場
合

　
は
令
和
8
年
2
月
上
旬
頃
発
送
と

　
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
上
記
証
明
書
は
ｅ

－

Ｔ
ａ

　
ｘ
で
利
用
で
き
る
電
子
版
の
交
付

　
も
行
っ
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ポ
ー

　
タ
ル
か
ら
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

　
に
ロ
グ
イ
ン
し
、
電
子
送
付
希
望

　
の
登
録
を
す
る
と
、
マ
イ
ナ
ポ
ー

　
タ
ル
の
「
お
知
ら
せ
」
で
電
子
版

　
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

(

登
録
を
す
る
と
控
除
証
明
書
の

　
郵
送
は
さ
れ
な
く
な
り
ま
す)

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

０
５
７
０・０
０
３・０
０

　
固
定
資
産
税
第
３
期
と
国
民
健
康

保
険
税
第
５
期
の
納
期
限
は
、
12
月

１
日（
月
）で
す
。

　
納
税
に
は
便
利
で
確
実
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

住
民
生
活
課
税
務
係

　
　
　
　
　
　

52
・
２
１
１
２

15

　
日
本
年
金
機
構
は
厚
生
労
働
省
と

連
携
し
て
、
11
月
を
「
ね
ん
き
ん
月

間
」
と
位
置
付
け
、
公
的
年
金
制
度

の
普
及
・
啓
発
活
動
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
11
月
30
日(

い
い
み
ら

い
の
日)

は
、
ご
自
身
の
年
金
記
録

や
年
金
受
給
見
込
額
を
確
認
し
、
未

来
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡
ら
し
て

い
た
だ
く
「
年
金
の
日
」
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
年
金
記
録
の
確
認

や
年
金
受
給
見
込
額
を
試
算
で
き
る

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

帯
広
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

21
・
１
５
１
１

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
し
て
課
税

所
得
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

　
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に
、
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険

料(

国
民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明

村
税
納
期
限
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
は

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

自衛隊帯広募集案内所
　（帯広市西５条南 14 丁目13 NC サウスビル）
　 ２３-8718
　　  obihiro.pco.tokachi@rct.gsdf.mod.go.jp

自衛官の募集のお知らせ募集

14

11
月
30
日
は

「
年
金
の
日
」
で
す

学
ぼ
う
北
方
領
土

と
か
ち
巡
回
パ
ネ
ル
展

村
の
財
政
状
況
を

公
表
し
ま
す

各課・施設の電話／メールアドレス　→　議会事務局　 52 2117　  　gikai sarabetsu.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　→　農業委員会　 52 2116  　　nougyou sarabetsu.jp

各課・施設の電話／メールアドレス　→　保健福祉課　　　　　 53 3000　  　hoken sarabetsu.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　→　国民健康保険診療所　 52 2301　  　shinryousyo sarabetsu.jp

女
性
に
関
す
る

人
権
相
談
に
つ
い
て

12
月
10
日
か
ら
北
朝
鮮
人
権

侵
害
問
題
啓
発
週
間
で
す

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本

政
策
金
融
公
庫
）
の
ご
案
内

募集種目 応募資格 受付期間 試験日

一般曹候補生
（第 3 回）

18 歳以上
33 歳未満の方

（32 歳 の 方 は、
採用予定月の末
日現在、33 歳に
達していない方）

  9月16日（火）
　　  ～
11月21日（金）

1 次
 　 11月30日（日）
　　　または
　  12月   １日（月）
　　　の指定する日
2 次
令和８年1月11日（日）
　　　または
　　　　　    12日（月）
　　　の指定する日

自衛官候補生

  9月   3日（水）
　　  ～
11月10日（月）

　11月15日（土）

11月11日（火）
　　  ～
11月28日（金）

　12月　７日（日）

陸上
自衛隊

高等工科
学校生徒

推
薦 15歳以上

17歳未満の男子
（平成 21年 4月2
日から平成 23 年
4 月1日までの間
に生まれた方）

 10月   1日（水）
  　　～
 11月28日（金）

令和8年1月10日（土）
　　　～
　          1月12日（月）

のうち指定する1日
※試験会場：札幌市内

一
般

10月   1日（水）
  　　～
令和 8 年
  1月15日（木）

1 次
令和8年1月24日（土）
2 次
令和8年2月15日（日）
※試験会場：帯広市内

村ウェブサイト
令和７年度
財政状況

村ウェブサイト
令和 6 年度
財政状況

日本政策金融公庫
「国の教育ローン」

ウェブサイト

特設人権相談所を開設します
　12 月４日から 10 日までの１週間は「人権週間」
です。全国各地で啓発活動などが実施されます。村で
は人権週間にあわせて人権擁護委員による「特設人権
相談所」を開催します。家庭内の問題や隣近所のもめ
ごと、いじめ・差別など、人権に関する悩みを村内在
住の人権相談委員がお受けします。事前予約は必要あ
りません。相談は無料となりますので、お気軽にご相
談ください。
●日時　12 月 1 日（月）
　　　　13 時 30 分～ 15 時 30 分
●場所　社会福祉センター小会議室
●問い合せ　住民生活課住民生活係　 52-2112

星　宏委員 梶　幸子委員

　
　
　
　
　
　

  

52

15



さ
ん
フ
ェ
ア
２
０
２
５
農
業
高
校
収
穫

感
謝
祭
in
イ
オ
ン
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
野　
琉
奈

10
月
11
日
（
土
）、
私
は
「
さ
ん
フ
ェ
ア

２
０
２
５
農
業
高
校
収
穫
祭
㏌ 
イ
オ
ン
」
に
参

加
し
ま
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ア
は
、
今
年
初
開
催

で
、
帯
広
店
の
参
加
校
は
、
十
勝
で
農
業
を
学

習
す
る
５
校
で
し
た
。
１
回
目
の
開
催
と
い
う

こ
と
で
手
探
り
の
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
開
会
式
や
、
動
画
で
の
学
校
紹

介
な
ど
、
斬
新
な
試
み
が
あ
り
ま
し
た
。
イ
オ

ン
の
販
売
ブ
ー
ス
は
想
像
よ
り
広
く
、
お
客
様

の
流
れ
も
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
。

　
私
は
、
更
農
高
の
生
産
物(

野
菜
と
加
工

品)

販
売
と
レ
ジ
を
担
当
し
ま
し
た
。
２
年

前
の
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
で
行
わ
れ
た
販
売

会
に
参
加
し
た
経
験
を
も
と
に
、
お
客
様
と

し
っ
か
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
を
意
識
し
ま
し
た
。
ま
た
、
体
験
学
習
と

し
て
レ
ジ
ン
マ
ス
コ
ッ
ト
体
験
コ
ー
ナ
ー
を

行
い
、
多
く
の
お
子
さ
ん
が
体
験
を
楽
し
ん

で
い
る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

　
半
日
だ
け
で
し
た
が
、
と
て
も
有
意
義
な

経
験
が
出
来
ま
し
た
。こ
の
フ
ェ
ア
が
５
年
、

10
年
と
続
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
イ
オ
ン
帯
広
店
を
は
じ
め
今
回
こ
の
よ
う

な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

更
農
市
（
校
内
販
売
会
）
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
川　
蘭

10
月
16
日（
木
）、更
農
市
が
開
催
さ
れ
、

日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
村
内
の

方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
販
売
を

行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
体
育
館
で
実
施
さ
れ
、
冒
頭
に

寮
生
と
有
志
に
よ
る
太
鼓
演
奏
の
披
露
が

あ
り
、
私
も
寮
生
と
し
て
参
加
。
大
き
な

拍
手
を
頂
き
ま
し
た
。

　
私
は
駐
車
場
誘
導
を
担
当
し
、
多
く
の

お
客
様
の
誘
導
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

誘
導
業
務
の
ほ
か
に
、
お
客
様
が
買
っ
た

野
菜
を
車
に
運
ん
だ
と
こ
ろ
、「
あ
り
が

と
う
」、「
ま
た
来
る
ね
」
と
お
声
を
頂
き
、

と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
総
合
実
習
の
授
業
な
ど
で
イ

モ
を
収
穫
し
、
選
別
作
業
ま
で
体
験
し
た

の
で
、
お
客
さ
ん
の
温
か
い
声
は
励
み
に

な
り
、
こ
れ
ま
で
の
実
習
の
苦
労
が
報
わ

れ
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
他
の
販
売
エ
リ
ア
も
野
菜
・
加

工
品
と
も
に
大
盛
況
で
し
た
。
ご
来
場
頂

い
た
村
民
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

文学・一般書児童文学・学習書ほか

え ほ ん

『捨てられないずかん』
米田まりな / 著
捨てられない物の収納・
活用方法や処分するため
のルール作りを教えてく
れる子ども向けの１冊。

今月のおすすめ本

新 着 図 書 案 内

更別村農村環境改善センター図書室だより 開館時間　９時 30 分～ 18 時 00 分
休 館 日　火曜日および祝日 ( 日・月・土以外 )
住 所　更別村字更別南２線 96 番地 11
　　　　　農村環境改善センター内
電 話　52−3171本本ごよみごよみ本本ごよみごよみ

雪
虫

(

石
黒　
誠)

今月の読みきかせ今月の読みきかせ
11 月 15 日 ( 土 )　11 時 00 分～ 11 時 30 分
■『あのな、これはひみつやで！』
■『だいすきなほんくん』

今月の展示今月の展示

七
人
の
記
者　
　
（
一
本
木　
透
）

た
ね
ち
ゃ
ん

(

乾　
栄
里
子
）

ミ
ッ
ケ
！
９

す
き
す
き
ミ
ッ
ケ

(

ウ
ォ
ル
タ
ー
・

　
　
ウ
ィ
ッ
ク)

大
人
気
‼
親
子
で
遊
べ
る

た
の
し
い
！
あ
や
と
り

（
野
口　
と
も)

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

ま
る
ご
と
ず
か
ん

(

中
村　
陽
子)

ほ
ね
ほ
ね
ザ
ウ
ル
ス

ぼ
う
け
ん
大
百
科

(

ぐ
る
ー
ぷ
・

　
ア
ン
モ
ナ
イ
ツ)

小
泉
セ
ツ
と

ハ
ー
ン
の
物
語

(

三
成　
清
香)

ぼ
ー
る
ぷ
ー
る

だ
ー
れ
？

 (Shim
izu)

し
ろ
の
え
ほ
ん　
　
　
（
ま
る
め
は
な
）

の
こ
っ
た
の
こ
っ
た
（
お
お
な
り　
修
司
）

み
ん
な
お
や
す
み

(

柿
本　
幸
造)

時
計
は
二
度
凍
ら
な
い
（
魚
崎　
依
知
子)

さ
ら
ば
！
店
長
が
バ
カ
す
ぎ
て
（
早
見　
和
真
）

珈
琲
怪
談

(

恩
田　
陸)

家
系
図
を
つ
く
る
。（
永
峰　
英
太
郎
）

小
泉
八
雲
集

　
　

(

小
泉　
八
雲)

毎
日
使
い
た
く
な
る

エ
プ
ロ
ン
＆
か
っ
ぽ
う
着

(

ブ
テ
ィ
ッ
ク
社)

戦
争
と
拓
殖
の
時
代

北
海
道
歴
史
観
光

(

渡
辺　
浩
平
）

減
農
薬
で
防
げ
て
治
せ
る
草
花
・

多
肉
・
観
葉
植
物
の
病
害
虫

ま
い
に
ち
食
べ
た
い
！

生
姜
レ
シ
ピ

（
森
島

　
土
紀
子)

思
考
実
験
大
全　
　

  （
岡
本　
裕
一
朗
）

う
た
か
た
の
娘　
　
（
綿
原　
芹
）

夏
井
い
つ
き
の

「
凡
人
俳
句
」
か
ら
の
脱
出

（
夏
井

　
い
つ
き)

作
文
ぎ
ら
い
の
た
め
の

文
章
教
室

 (

飯
田　
一
史)

(

草
間　
祐
輔)

だ
じ
ゃ
れ
い
ぞ
う
こ

読み聞かせマラソン実施中読み聞かせマラソン実施中
　図書室では、村内にお住まいの未就学児の
お子さんを対象とした親子読み聞かせマラソ
ンを実施しています。５冊で１スタンプを獲
得でき、10スタンプを達成された親子には
記念品をお渡ししています。ぜひ、ご参加く
ださい。

■一般書コーナー
　『あったか料理の本』
■児童書コーナー　
　『お仕事の絵本』
　『冬の絵本』

あ
ー
っ
と
か
た
づ
け

 (

田
中　
達
也)

え
か
き
に
な
り
た
い

ね
ず
み
く
ん

（
な
か
え

　
よ
し
を
）

各課・施設の電話／メールアドレス　→　教育委員会　　 52 3171　  　kyoui sarabetsu.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　→　子育て応援課　 53 3700　  　kosodate sarabetsu.jp

 (

う
え
だ

　
し
げ
こ)

各課・施設の電話／メールアドレス　→　とかち広域消防事務組合更別消防署 52 2201　　syoubou sarabetsu.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　

９月 25 日、更別中学校野球部の７名の生徒が教育委員会を
訪れ、９月 28 日から新十津川町で行われる令和７年度第 27
回 U-14 北海道大会への出場を宝輪教育長に報告しました。
　8 月 23 日～ 30 日に行われた十勝予選会に中札内中学校
と混成チームで出場し、ベスト 4 の成績を収めたことによ
り U-14 北海道大会の出場権を獲得しました。
　主将の吉田蓮佑さんは「グラウンド整備などをして下さっ
ている関係者に感謝し、一つでも多く勝てるよう頑張りたい」
と抱負を述べました。

　10月14日、更別農業高等学校の３名の生徒が役場を訪れ、
10月21日から山梨県、東京都、神奈川県で行われる第 76
回日本学校農業クラブ全国大会西関東大会への出場を西山村
長と宝輪教育長に報告しました。
　農業鑑定競技「生活分野」には生活科学科の増地早佳江さ
ん、同学科の安田恋音さん、「作物分野」には農業科の仲本
太陽さんが出場します。
　仲本さんは「はじめての全国大会出場。まずは、優秀賞に
なれるよう頑張りたい」と意気込みを伝え、西山村長は「自
分を信じて最後まで諦めず頑張ってください」と激励の言葉を
送りました。

更別農業高等学校生が出場を報告更別農業高等学校生が出場を報告
日本学校農業クラブ全国大会日本学校農業クラブ全国大会

更別中央中学校生が出場を報告更別中央中学校生が出場を報告
第 27 回 U-14 北海道大会第 27 回 U-14 北海道大会
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村内の藤澤静子様・典幸様よ
り 30 万円の寄付をいただきま
した。
　寄付金は「その他目的達成の
ため村長が必要と認める事業」
に使わせていただきます。
　ありがとうございました。

ご厚意に感謝します

どんちゃん

既読

2025
年
11
月
号

令
和
7
年
11
月
10
日
発
行

人の動き
2025年 10月 1日現在

更
別
村
役
場
企
画
政
策
課

総人口
3,055人
（ー4人）

男性
1,500 人
（ー 3人）

女性
1,555人
(ー 1人）

世帯数
1,369 世帯
（ ー 1世帯）

誕生おめでとう

戸籍の窓口

地域安全ニュース
■更別村の交通事故死ゼロ記録
　299日（10月 31日現在）

■地域安全運動のお知らせ
『11/13 ～ 22 冬の交通安全運動』
　冬の交通安全運動は、年末に交通事故が増加
する傾向があるため、交通安全の順守と正しい
交通マナーの実践を習慣づけ、交通事故防止を
徹底することを目的としています。
　この運動を通じて交通安全意識を高め、交通
事故ゼロを目指しましょう。

　令和8年更別村二十歳を祝う会を開催します。対
象者は、平成17年４月２日から平成18年４月１日
までに生まれた方です。現在更別村に住民登録があ
る方および令和３年３月に更別中央中学校を卒業さ
れた方へは、教育委員会から案内状を送付します。
そのほかの方で参加を希望される方は、11月14日
（金）までに教育委員会へご連絡ください。

更別村二十歳を祝う会を開催します更別村二十歳を祝う会を開催します

令和 7年二十歳を祝う会集合写真

●日程　　　令和８年１月 11日（日）
　※遠方から帰省する方のため「成人の日」の
　　前日に開催しています。
●場所　　　社会福祉センター大ホール
●問い合せ　教育委員会社会教育係　 52-3171
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